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研究成果の概要（和文）：本研究では、動物園や科学館などの自然系社会教育施設を活用した地

域的な題材を扱い、子どもが体験できる教材やプログラムの開発を行った。また、それらの効

果を実践により検証した。日本国内の自然系社会教育施設のうち、生物系の動物園・水族館の

教育普及活動の現状や課題について明らかにした。その結果をもとに、お互いが連携しやすい

教材の開発として、フクロウのペリットや骨格標本などが有効であることが分かった。また、

教育連携を進めるためには、両者を取り持つ大学のような研究機関が仲立ちとなるネットワー

クが必要であり、地域の実態に応じた構成が必要であることがわかった。 
研究成果の概要（英文）：In this study, we have developed teaching materials and programs 
for students experientially which are utilized local materials in natural social educational 
institutes such as a zoo or science museum. We have practiced the science class using these 
material or program, it was cleared the effect of them. In addition, we clarified the 
situations and problems about the educational cooperation between schools and zoo or 
aquariums. Based on the results of this research, it was cleared that pellet of owl and bone 
specimens were good materials for cooperation in science class each other. And it was also 
cleared that promoting educational cooperation among them is important for network 
system centered in university.  
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１．研究開始当初の背景 
 平成 20 年３月に小・中学校学習指導要領
が改訂され、理科教育では基礎・基本的内容
の充実に加え、日常生活との関連や社会教育
施設との連携が強くうたわれるようになっ
た。しかしながら、学外にある社会教育施設
を教科課程のカリキュラムの中で有効に活
用する試みは限定的であり、全ての学校で運
用するには難しい現状がある。また、自然体

験が少ない現在の子どもたちに体験的に学
習できる新たなプログラムが必要である。そ
こで、新たな教育課程の中に社会教育施設や
その素材を有効に活用できる理科教材の開
発ならびに地域における体験的な教育プロ
グラムの開発が必要である。 
 
２．研究の目的 
 理科教育における実験観察や体験学習の
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充実をはかるために、科学館・動物園等の社
会教育施設が有する科学的な素材・知識を用
いて、授業で活用できる教材や理科教育プロ
グラムの開発を行う。また、開発した教材や
プログラムを効果的に運用するためのネッ
トワークや教材バンクの構築を試みる。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、施設訪問や資料収集により、
学校現場と社会教育施設との連携の実態や
プログラムの内容について明らかにする。ま
た、教員や施設の教育担当者などを対象に実
態調査を行う。教材の開発については、施設
の素材をもとにした検討を行い、地域的な特
性が生かせるよう配慮する。 
 
４．研究成果 
(1)【国内外における教育現場に対する社会
教育施設の教育連携の現状調査】 
①海外における先進的な取り組み 
 アメリカの Exploratorium（カリフォルニ
ア州サンフランシスコ）では、教員が母体と
なった科学館活用のための活動があり、この
中で施設での教育活動、教員のための長期・
短期研修などが実践されている。カナダの
Science World、バンクーバー水族館、H.R. 
MacMillan Space Centre（いずれもブリティ
ッシュ・コロンビア州バンクーバー）の施設
は、ブリティッシュ・コロンビア大学と連携
し、大学院との連携をベースとして教育連携
のあり方を模索していた。このように、施設
と教育現場の強い結びつきによるネットワ
ークが教育連携を支えていると同時に、施設
の職員、教育担当者が教育内容について深く
理解している実態が明らかとなった。 
②国内での社会教育施設の教育連携の現状 
国内で自然系社会教育施設として、特に理

科の授業での連携が期待できる施設として
は、科学館、自然系博物館、動物園、水族館
などがある。この他、環境教育プログラムを
実施する各種公園などもこれらに含まれる。 
このうち、科学館や自然系博物館について

は、理科と関連させた教育プログラムを開発、
実践している施設が多く見られるが、そのプ
ログラムの特徴としては、来園した児童・生
徒を対象とした展示物、展示内容に関するシ
ョートプログラムやワークシートが挙げら
れる。これらは児童・生徒の学校での学習内
容との連携は見られず、展示物、展示内容の
解説や補足として用いられていることが多
い。もう一つは施設による出前授業の形式に
よる連携で、こちらは主に理科の学習ではな
く、生き物による生命の尊重を重視した道徳
での活用や、科学館によるおもしろ実験など
に見られる科学に対する啓発として利用さ
れていることが多い。 

理科の学習と連携させた事例としては、島

根県出雲市の出雲科学館、愛知県碧南市の碧
南海浜水族館などがあり、これらの施設では
小学校の各学年が理科の授業を施設内で実
験や観察を行うようにプログラムされてい
る。このため、学校と施設とが綿密に連携を
取って実施しているが、自治体による金銭面
を含めたバックアップにより保証されてい
ることがわかった。 
③地域での社会教育施設の現状 
愛媛県内には，71 の社会教育施設があり，

その中で自然系は 13 施設である（愛媛県博
物館協会編，愛媛博物館ガイド一覧表によ
る）。その中で利用頻度が高いと考えられる
愛媛県総合科学博物館と愛媛県立とべ動物
園について基礎資料の収集を行い，理科学習
での利用を中心に分析を行った。両施設共に
一般利用者向けの体験学習が充実している
ものの，理科学習の一環としての利用は少な
かった。また，学校教育の利用方法は学外研
修としての利用が多い。しかし，両施設共に
学校教育での施設利用を促すために，教員対
象の研修会での会場提供や展示資料の貸し
出し，出張講義の実施などを積極的に実施し
ている。自然系社会教育施設では学校教育で
の利用を積極的に受け入れる具体的方策を
講じているものの，学校教員はその利用方法
について模索している段階であると考えら
れる。 
青森県では，自然系を主とした（あるいは

関連させた）大型社会教育施設として，総合
博物館の位置づけである青森県立郷土館，県
営浅虫水族館，むつ科学技術館などが見られ
る。そこで，ここに掲げた３施設に絞り，施
設職員を対象としたインタビューによる基
礎情報の収集と，理科学習と関連させること
を目的とした各展示物の分析を行った。総じ
て，展示については一般利用者向けのものが
多い中で，地域特性のある生物の標本や飼育，
寒冷な海と温暖な海の生物の比較展示，近隣
の原子力施設に関連する展示など地域特性
を鑑みた展示物が見られ，理科学習に活用し
て工夫によっては学習の発展につながるも
のととらえることができた。学校教育に向け
た体制はさまざまで，これは各施設の設立目
的や沿革，職員の教職経験の有無が影響して
いると考えられる。また，各施設独自の子ど
も向けの体験学習や，学校や総合学校教育セ
ンターと連携した教員研修が取り組まれて
いた。このような取り組みの中で，たとえば
ある施設では展示資料の貸し出しは実施せ
ず，学校教員と施設職員がチーム・ティーチ
ングの形態を取る授業を行うことで，文化財
である展示物を適切に管理するとともに，教 
育効果の向上をめざしていた。 
④国内での連携推進のための課題 
 施設での教育連携の実態から、施設側は学
校の児童・生徒が来園して行う教育連携を希



 

 

望している一方で、学校現場はそのための物
理的な時間が不足していること、連携のため
の準備などの煩雑さなどの理由で積極的な
連携を期待していないことなどが明らかと
なった。そのため、両者の物理的な要因を軽
減、削除するための方針や方略を見つけるこ
とが重要であることが教育連携を進めるた
めの課題であることがわかった。したがって、
双方において教育連携することによる共通
の利益や価値を見いだす必要や意義を与え
ることが重要である。 
 
(2)【社会教育施設を活用した理科教材・理
科教育プログラムの開発】 
①フクロウのペリット 

動物園の素材をもとにして、理科授業での
活用を想定した教材の開発を行った。フクロ
ウをはじめとする猛禽類は、エサとする動物
を丸呑みし、胃の中で消化する。しかしなが
ら、骨や毛などは完全には消化できないため、
それら未消化物を胃の中で圧縮し、ペリット
として口から吐瀉する習性がある。このペリ
ットは動物園で日常的に排出されるもので
あり、これを生態系の学習教材として活用で
きるように開発した。また、この教材を用い、
学校での授業実践、施設でのイベント実践に
より、いずれにおいても効果的であるとの結
果を得られた。 
②動物園の展示教材作製 

学校教員が自然系社会教育施設の具体的
活用を考えられるようにするために，理科教
員を目指す学生が愛媛県立とべ動物園と連
携した展示教材づくりを実施した。本実践の
目的は，将来教員となったときに動物園を活
用できる知識・技能を得るとともに，とべ動
物園の職員との人的ネットワークを構築す
ることである。本実践の結果，学生は，動物
に関する知識や教材作製に関する技術を得
ることができたこと，班内における共同作業
によって協調する必要性を実感したこと，動
物園の社会教育施設としての役割について
学ぶことができた。今後は他の自然系博物館
でも実践していく必要があると考える。 
③地域特性を有する展示の活用  

各都道府県では自然系の大型社会教育施
設が散在していることを想定しつつ，理科学
習での展示物の活用方法として，Ⅰ実際に施
設に出かけ展示物を見学・体験する，Ⅱ教師
が展示物の写真を撮って授業へ導入する，Ⅲ
施設の展示の技術を授業に生かす，という３
つの方略を提案する。Ⅰでは展示の直接的な
体験をとおして，実感を伴った自然への理解
が促進されるとともに，理科を学習する有用
性についても実感できる。Ⅱでは写真を加工
してブラインドにした部分を類推させるこ
とで，生物分類の観点を発見的に取り扱うこ
とができ，翻って観察する観点を焦点化する

ことが可能になる。Ⅲでは，たとえば四季ご
との展示の特長を理科室の整備に活用する
ことで，それぞれの季節における動植物の活
動や成長に関する興味・関心を向上させるこ
とができる。 
 
(3)【教育連携を充実するためのネットワー
クの構築】 
国内の動物園・水族館が参加する日本動物

園水族館教育研究会では、それぞれの施設の
教育担当者が教育活動を報告、情報交換を年
1回施設持ち回りで行っている。 
北海道旭川市では、旭山動物園が事務局と

なり、動物園、大学、学校とが参画する旭山
動物園教育研究会（通称：GAZE）を発足し、
10 年近く活動を続けてきている。この研究会
では、動物園、大学、学校がそれぞれ代表者
を出し企画、運営を行い、年２回夏と冬にワ
ークショップを開催し、動物園と教育現場の
連携を担っている。 
このような中、愛知県において、愛知教育

大学と動物園、水族館、科学館の教育担当者、
学校教員とが集う会を発足し、本研究での成
果についての情報交換、開発した教材の実演、
各施設においての教育活動に対する学生や
教員の支援などをはじめることとなった。こ
のように地域ごとに実情に応じて柔軟に対
応できるネットワークを構築し、それらを発
展させることで、従来進められてきた学校と
施設との個別対応を超えて充実した教育連
携が進められるとの期待が伺える。 
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